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コロナ禍での当院の役割と全職員の経営目指して
2020年度4～1月までの経営到達と2021年度予算作成

2021年2月23日 京都民医連学術・運動交流集会経営部企画
京都民医連中央病院事務長 金岩 孝也
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１月１７日有志で開催した食料支援プロジェクト
２５０人を超える参加
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右京医師会会長の松井先生から、当院
の病院報へご寄稿いただきました

発熱外来への協力

－ 地域医療連携の力を見せる時 －

「……もし京都民医連中央病院がなかったら右京区の医療は
どうなっていたでしょうか。この疾患に対する基本的な考え方
、診療の実際を学ぶため医師会員も発熱外来に協力させて
いただき、10名ほどの会員が交代で出務しております。病院
の先生方と情報を共有し、爆発的な流行となった場合も対処
できるよう協力の在り方を協議しています。自由な日常を取り
戻すまで一緒に頑張りたいと思います。」

右京医師会からの発熱外来支援 ８人の医師が延４２回
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２０２０年度4月～１月経営到達

①コロナ禍の中、重点医療機関として京都市西北

部の地域包括ケアを全力で支えた、右京医師会

との連携が一層深化した

②コロナの影響を強く受けながらも、目標とした新

病院の医療活動に一歩ずつ近づけてきた
入院数 ７４８（８月） 目標７６０

平均在院日数 １０．９日（10月） １１日

急性期日当円 ６０，４９５円（１月） ５８，０００円

救急車受入 ３３７（８月） ３３３件
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③予算が射程内に入った

・10月、12月は予算を達成した

累計償却前利益１億４千万円（予算比▲2.8億円）

第一四半期▲ 7,926万円 第二四半期4,710万円

第三四半期1億3,154万円（達成率91.1%）

・収益 予算達成率90.8%→96.1%→100.2%

・費用 予算比99．5％ 予算内

２０２０年度4月～１月経営到達
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第二四半期

前期 49,401

実績 47,100

予算 114,846

予算比 41.0%

第一四半期

前期 42,192

実績 ▲ 79,264

予算 120,076

予算比 -66.0%

第三四半期

前期 ▲ 142,720

実績 132,154

予算 145,078

予算比 91.1%
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２０２０年度４－1月累計
事業収益

７,６４２,３５９千円

予算 7,944,878千円
予算比 （96.2％）

▲302,519千円

前年 6,990,720千円
前年比 （109.3％）

＋651,639千円
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２０２０年４－1月累計
事業収益

【入院収益】 ５,７２８,３５３千円
予算比 ９５．１％ ▲292,562千円
前年比 １０６．９％ ＋368,773千円

【外来収益】 １,８７３,３９８千円
予算比 ９９．０％ ▲18,782千円
前年比 １１８．４％ ＋290,686千円

【他事業収益】 １５,７８２千円
予算比 ５６８．９％ ＋13,008千円
前年比 １７０．９％ ＋6,546千円
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第二四半期

前期 2,130,691 

実績 2,288,642 

予算 2,382,299 

予算比 96.1%

前期比 107.4%

第一四半期

前期 2,111,947 

実績 2,149,546 

予算 2,366,807 

予算比 90.8%

前期比 101.8%

第三四半期

前期 2,024,379 

実績 2,390,626 

予算 2,386,648 

予算比 100.2%

前期比 118.1%
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２０２０年度４－１月累計
事業費用

８,３７２,４１４千円

予算
8,414,426千円

予算比（99.5％）
▲42,012千円

前年
7,587,483千円

前年比（110.3％）
＋784,930千円
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第一四半期

前期 2,122,514 

実績 2,491,554 

予算 2,518,510 

前期比 117.4%

予算比 98.9%

第二四半期

前期 2,184,676 

実績 2,501,707 

予算 2,534,855 

前期比 114.5%

予算比 98.7%

第三四半期

前期 2,433,323 

実績 2,519,098 

予算 2,507,835 

前期比 103.5%

予算比 100.4%
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 上半期平均 下半期平均

2018年度 610 614 676 678 673 596 629 638 653 672 611 642 641 641
2019年度 678 627 648 673 665 630 593 574 634 635 630 621 654 615
2020年度 642 573 652 698 748 695 729 694 687 642 668 688

前年比 94.7% 91.4% 100.6% 103.7% 112.5% 110.3% 122.9% 120.9% 108.4% 101.1%
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1 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 上半期平均 下半期平均

2019年度 273 220 259 268 254 221 204 173 162 144 149 146 249 172
2020年度 136 132 146 158 163 145 140 140 171 110 147 140
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3 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 上半期平均 下半期平均

2019年度 155 129 145 145 154 141 113 144 176 156 141 197 145 153
2020年度 161 147 169 151 156 170 152 166 163 120 159 150
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4 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 上半期平均 下半期平均

2019年度 250 278 244 260 257 268 276 257 296 335 340 277 260 292
2020年度 345 294 337 389 429 380 437 388 353 412 362 398



京都民医連中央病院
22



京都民医連中央病院
42



京都民医連中央病院
25



京都民医連中央病院
15

1月４１１→３８７床実運用
稼働率９６．７％
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１０月 １１２．２％
１１月 １２３．８％
１２月 １１４．６％

１月 ８１．９％
京都市内８６．８％
（今年累計）
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2021年度予算作成
全職員参加の経営を目指して

診療部門から集まってきたＳＷＯＴ分析表
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2021年度予算作成
全職員参加の経営を目指して

２０２０年１１月１２日 ２０２１年度予算策定にあたって
各部門・部署・委員会でのＳＷＯＴ分析開始

３４シート集約、診療部門１６科長から、
事務部門も部会で全員で、診療委員会は多職種で作業

２０２０年１２月２４日 第一次予算提案
管理者からの予算提案募集、投資希望集約
管理者２３人、内診療部門１１科長から

２０２１年２月１０日 第二次予算確認
償却前利益目標６億円に対し、到達５．８８億円

２０２１年３月１０日 最終確定

各部署・委員会は、これらを踏まえて、ＩＳＯ２０２１年度品質目
標を策定し、年間のＰＤＣＡサイクルに乗せる
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病院全体 SWOT分析

０pportunities（機会） Threats（外部的な脅威）
高齢化の進展 少子化、労働人口の減少
５疾病（がん、糖尿、精神）＋認知症 ５疾病（脳卒中、心筋梗塞）
５事業（周産期、救急、災害）＋在宅 ５事業（小児）
地域医療構想 外来機能報告制度
右京区へ移転後１年 桂に桃仁会クリニック、西京都病院移転（２０２２）
コロナ禍 三菱分娩６００、不妊治療の保険適用
健康日本２１（第２次）
働き方改革
総選挙

Strengths（内部的な強み） （積極的攻勢） （差異化）
専門看護師、認定看護師の養成 質の高い高齢者医療 回復期リハ
京都府がん診療推進病院 ＩＣＦの先駆的実用化 心不全治療
認知症初期集中支援チーム 認知症に強い急性期医療 医療資源重点外来機能強化
認知症ケアチーム 透析拡大 不妊治療
ＣＫＤチーム、ＡＣＬＳチーム、各チームの存在 糖尿病性腎症重症化予防 ＰＤ外来
精神科医師１名増 化学療法拡大
緩和ケア医師１名増 コロナ禍での重点医療機関の役割発揮
透析医療 ＩＤリンク、ＡＩ問診、予約システム、ＷＥＢセミナー
化学療法 ジェネラリスト育成
ＩＣＤ、ＩＣＮ、ＩＣＴ ＨＰＨ推進
ＩＴ化 ＢＦＨの認定
京大との共同 在宅支援
共同組織 断らない救急とウォークインの振り分け
療養環境、近代的設備 急性期病床数の維持

チームによる積極的介入
右京医師会との連携（コロナ対策・災害）
勤務効率化で超勤削減、医師Ａ施設に向け整備
医療人として政治参加、全世代型社会保障改革か
らの脱却

Weaknesses（内部的な弱み） （段階的整備） （防衛、撤退）
医師態勢（外科、整形外科、循環器、神経内科、救急、あらゆる窓口からの医師の確保 小児救急２次輪番の継続
、小児科、…） 医師給与体系の見直し
事務幹部養成 民医連としての医師養成
接遇 地域医療支援病院
業務の隙間 災害拠点病院を認めさせる
心理的安全性の希薄さ 次期世代の積極的役責登用、幹部養成

接遇のしくみづくり

外部環境分析

内
部
環
境
分
析
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２０２１年度予算方針

移転後全職員の力で築いてきた基盤の上に立って、２
０２１年度飛躍を勝ち取ろう―２０２１年度予算方針―
１）はじめに

２０２０年度、コロナ禍で、全職員の力を合わせて、新
病院の姿に一歩ずつ近づけてきた。断らない医療の
実践、京都市西北部の地域包括ケアの支援に全力を
あげ、右京医師会との連携が深化した。

この間築いてきた基盤の上に立って、医療・連携・経
営の質を高め、２０２１年度飛躍を勝ち取ろう。
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必要利益＝６億円の償却前利益を獲
得するために

必要利益を共有する

金融機関返済４．７億円、基金返済０．５億円、自前

投資分合わせて、必要利益は年間６億円の償却前

利益の獲得。

全職員の知恵と力を合わせて、当院が次に目指すべ
き姿＝地域医療支援病院、災害拠点病院に一歩で

も進める形で、さらに戦略を練り、予算を立てる。
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コロナ禍も、経営困難も同じ

打開するために

全ての職員の知恵と力を

同じ方向に束ねる

マネジメントが必要です
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